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GREENS  JAPAN SNAP 活動の内容は裏面でご紹介▶

地球ひとつぶで生きる

―
　「
動
物
愛
護
管
理
法
」
の
次
期
改
正
へ
向
け
て
の
国
会
審

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
当
に
改
正
と
い
え
る
の

で
す
か
？

岡
田　
改
正
で
は
な
く
、
改
訂
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
法
（
当
初
は
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」）
は
、

1
9
7
3
年
に
制
定
以
来
、
4
度
に
わ
た
っ
て
改
正
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
議
論
の
中
心
は
常
に
犬
と
猫
の
保
護
。
畜
産
動
物

や
実
験
動
物
に
つ
い
て
は
、議
論
す
ら
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
も
そ
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
り
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

―
　
根
本
的
な
問
題
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

岡
田　
愛
護
動
物
に
鶏
や
豚
、
牛
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
畜
産

動
物
に
つ
い
て
は
条
項
が
一
つ
も
な
く
、
行
政
の
立
ち
入
り
や
命

令
勧
告
の
規
定
か
ら
も
除
外
さ
れ
て
い
る
た
め
、
法
律
の
運
用
に

実
効
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
世

界
動
物
保
健
機
関（
W
O
A
H
）が
定
め
た
コ
ー
ド
と
同
レ
ベ
ル
の

規
制
に
法
的
強
制
力
を
持
た
せ
る
こ
と
を
訴
え
、
超
党
派
議
連
の

中
に
立
ち
上
が
っ
た
動
物
愛
護
法
改
正
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
中
で
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
実
験
動
物
と
畜
産
動

物
に
関
す
る
会
合
は
そ
れ
ぞ
れ
1
回
だ
け
で
し
た
が
、
耳
を
傾
け

て
く
れ
る
議
員
も
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
衆
議
院
議
員
選
挙
を

境
に
か
な
り
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

―
　
具
体
的
に
は
、
ど
こ
を
ど
う
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
お
考
え
で
す
か
？

岡
田　
世
界
で
は
屠
殺
（
と
さ
つ
）
す
る
際
に
、
で
き
る
だ
け
苦

し
み
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
事
前
に
電
気
や
ガ
ス
で
意
識
を

失
わ
せ
る
「
ス
タ
ニ
ン
グ（
気
絶
処
理
）」
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
日
本
で
は
約
85
％
以
上
の
食
鳥
処
理
場
（
鶏
や
鴨
の

屠
殺
場
）
が
い
ま
だ
に
事
前
ス
タ
ニ
ン
グ
を
怠
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
養
豚
に
お
け
る
妊
娠
ス
ト
ー
ル
と
養
鶏
に
お
け
る
バ
タ
リ
ー

ゲ
ー
ジ
も
、
極
め
て
象
徴
的
な
課
題
で
す
。
前
者
は
繁
殖
用
の

母
豚
を
妊
娠
期
間
中
、
個
別
の
檻
に
閉
じ
込
め
て
単
頭
飼
育
す

る
方
法
。
後
者
は
採
卵
鶏
を
小
さ
な
ケ
ー
ジ
を
積
み
上
げ
て
収

容
す
る
こ
と
で
す
。
採
卵
鶏
は
1
羽
あ
た
り
A
5
サ
イ
ズ
と
い

う
過
酷
な
環
境
で
卵
を
産
ん
で
い
ま
す
。
海
外
で
は
、
妊
娠
ス

ト
ー
ル
は
禁
止
、
鶏
の
ケ
ー
ジ
飼
い
で
も
飼
育
面
積
を
広
げ
、

さ
ら
に
は
ケ
ー
ジ
飼
育
自
体
を
廃
止
し
て
い
く
方
向
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

―
　
国
内
産
は
安
全
で
外
国
産
は
怖
い
と
い
う
常
識
は
通
用

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
?

岡
田　
残
念
な
が
ら
、
そ
の
通
り
で
す
。
日
本
で
は
肉
用
鶏
も

タ
イ
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
1.7
～
1.8
倍
高
密
度
で
飼
育
し
て
お
り
、

肉
質
に
も
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
国
産
鶏
肉
の
約
半

分
か
ら
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
が
検
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ

は
6.4
％
、
ア
メ
リ
カ
は
24
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
18
％
で
す
。
か
つ

問
題
な
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
早
く
大
き
く
な
る
よ
う
に
繰

り
返
し
品
種
改
良
さ
れ
て
き
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
で
す
。

120
日
～
150
日
か
け
て
大
人
に
成
長
す
る
鶏
を
、
僅
か
40
日
で
そ

の
大
き
さ
に
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
骨
格
異
常
や
先

天
的
疾
患
を
持
っ
た
鶏
も
多
く
、

後
天
的
に
も
多
く
の
病
気
に
罹

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
品

種
改
良
は
万
国
共
通
で
す
が
、

世
界
は
ゆ
っ
く
り
成
長
さ
せ
る

方
向
へ
と
切
り
替
え
始
め
て
い

ま
す
。

―
　
養
豚
場
で
は
雄
豚
に
去
勢

を
強
い
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

何
が
目
的
な
の
で
し
ょ
う
か
？

岡
田　
理
由
は
、
成
長
に
伴
っ

て
肉
に
雄
特
有
の
臭
い
が
付
く

こ
と
。
メ
ス
や
カ
ミ
ソ
リ
を
使
っ
て
麻
酔
な
し
で
去
勢
手
術
を

し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
海
外
で
は
免
疫
的
去
勢
製
剤
を
数
回

に
わ
た
っ
て
飲
ま
せ
る
方
法
、
性
成
熟
が
起
こ
る
前
段
階
で
出

荷
す
る
な
ど
、
外
科
的
去
勢
し
な
い
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
日
本
で
は
、
外
科
的
去
勢
を
さ
れ
て
い
な
い
と
低
く
格
付

け
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
ま
ず
は
業
界
全
体
の
合
意
形
成
が
必

要
で
す
。「
せ
め
て
麻
酔
だ
け
で
も
」
と
嘆
願
し
て
い
ま
す
。

―
　
牛
の
状
況
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

岡
田　
特
に
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、
乳
牛
で
顕
著
な
「
つ
な

ぎ
飼
い
」
で
す
。
7
0
0
㎏
を
超
え
る
体
重
を
、
運
動
な
し
で

支
え
続
け
れ
ば
、
運
動
器
病
と
呼
ば
れ
る
脚
や
骨
格
に
関
係
す

る
病
気
に
罹
り
や
す
く
な
る
の
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
病
気

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
世
界
動
物
保

健
機
関
の
基
準
を
踏
襲
し
て
、
農
林
水
産
省
が
運
動
さ
せ
る
こ

と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
強
制
力
が
な
い
た
め
、
遵
守
さ
れ
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

―
　
最
後
に
日
本
で
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
が
浸
透
し
て

い
か
な
い
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

岡
田　
日
本
は
海
外
に
畜
産
物
を
輸
出
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

世
界
か
ら
技
術
的
に
大
き
く
遅
れ
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

畜
産
業
に
お
い
て
は
、
肉
で
あ
れ
卵
で
あ
れ
牛
乳
で
あ
れ
、
必

ず
動
物
た
ち
は
殺
さ
れ
ま
す
。
日
本
人
に
は
殺
す
こ
と
を
忌
み

嫌
う
国
民
性
が
あ
っ
て
、
議
論
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
あ

り
ま
し
た
。
生
産
者
で
す
ら
自
分
の
手
は
も
と
よ
り
、
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
死
ん
で
ほ
し
い
と
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
い
ま

す
。
歴
史
を
鑑
み
て
も
、
そ
れ
が
差
別
を
生
む
構
造
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。つ
ま
り
、市
民
の
認
知
度
が
低
い
だ
け
で
な
く
、企
業・

行
政
・
生
産
者
の
認
知
度
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
。。

世界で加速するアニマルウェルフェアとは？世界で加速するアニマルウェルフェアとは？
過酷な環境に置かれる畜産動物から考える過酷な環境に置かれる畜産動物から考える

認定NPO法人 アニマルライツセンター 
代表理事

岡田 千尋さん
1978 年静岡県生まれ。2001 年より同法人で調査・キャンペーン・戦
略立案などを担い、2003 年から代表理事に就任。動物たちの苦しみ
を効果的に減らすという目的のもと、衣類や食品として扱われる動物や
実験動物など、主に産業で利用される動物を救うための活動に注力。「本
当の現状を知り、自分自身で判断できる世界」、「人と動物が穏やかに共
生できる社会」の実現を目指している。

アニマルウェルフェア…。直訳すれば「動物福祉」で、人間が動物を利用すアニマルウェルフェア…。直訳すれば「動物福祉」で、人間が動物を利用す
るうえでは最低限の倫理的責任があり、できる限り苦痛や苦悩を与えないるうえでは最低限の倫理的責任があり、できる限り苦痛や苦悩を与えない
よう配慮する必要があるという考え方です。これに関して日本では「動物よう配慮する必要があるという考え方です。これに関して日本では「動物
の愛護及び管理に関する法律（動物愛護管理法）」が制定されており、今の愛護及び管理に関する法律（動物愛護管理法）」が制定されており、今
国会でも次期改正を成立させる動きがあります。しかし、その議論は犬や国会でも次期改正を成立させる動きがあります。しかし、その議論は犬や
猫などの愛玩動物に偏っており、畜産動物や実験動物の遵守基準につい猫などの愛玩動物に偏っており、畜産動物や実験動物の遵守基準につい
ては議論が進んでいません。国際的な基準から大きく立ち遅れています。ては議論が進んでいません。国際的な基準から大きく立ち遅れています。
このことが、私たち自身の生活や社会にどのような影響があこのことが、私たち自身の生活や社会にどのような影響があ
るのか、アニマルライツセンター代表理事の岡田千尋さんにるのか、アニマルライツセンター代表理事の岡田千尋さんに
聞きました。聞きました。

もっと詳しく ロングインタビュー記事はこちらから️もっと詳しく ロングインタビュー記事はこちらから️

エ

コロ
ジカルな知恵

社

会
的公正・正義 参

加民主主義
非
暴力・平和 持

続可能性
多
様性の尊重

グローバル・
グリーンズ憲章

2024/12/11　311を忘れないin静岡

インタビュアー
会津 素子
千葉県成田市議会議員
1978 年東京都生まれ。役者、児童
養護施設職員、青年海外協力隊（エ
ジプト派遣）、障がい者ヘルパーを経て、
2011年初当選。議員活動の傍ら、子ど
もの居場所づくりに取り組む。緑の党グ
リーンズジャパン千葉県本部共同代表。

2024/12/21　大学生が見たCOP29 1/7　柏崎刈羽原発の再稼働の是非について
県民投票を求める直接請求署名が14万筆超え

畜
産
動
物
が
置
か
れ
て
い
る
惨
状
か
ら
、

動
物
福
祉
と
消
費
の
関
係
性
を
考
え
る 

動
物
の
権
利
と
動
物
福
祉
の
議
論
を
、

市
民
の
視
座
か
ら
高
め
て
い
こ
う
!!

「
動
物
愛
護
法
」
の
改
訂
議
論
の
中
で
、

本
当
に
問
う
べ
き
問
題
と
は
⁈



ニュースレター購読料 1,000円/年

新:新人　現：現職　/ 会：会員　サ：サポーター　非:非会員

自治体選挙
1/26 福岡県北九州市議選 村上さとこ 現 サ 推薦 当選

2/2 鹿児島県西之表市議選 沖吉富寛 新 会 推薦

3/23 静岡県静岡市議選（葵区） 松谷清 現 会 公認

3/23 静岡県静岡市議選（駿河区） 長沼滋雄 現 サ 推薦

3/23 静岡県静岡市議選（駿河区） 三宅龍司 新 サ 推薦

3/23 東京都小金井市議選 坂井えつ子 現 会 推薦

3/23 長野県飯島町議選 坂本紀子 現 会 推薦

3/30 岡山県鏡野町議選 光吉ひとし 元 会 推薦

4/13 広島県庄原市議選 松本みのり 現 サ 推薦

4/20 静岡県伊豆の国市議選 高橋隆子 現 会 推薦

4/20 大阪府能勢町議選 難波希美子 現 サ 推薦

7/7 　　　　 311を忘れない
会員発プロジェクト（会員有志の自発的プロジェクト）

「チーム311を忘れない」はチャリティイベントを行い、登壇3団
体に寄付をしました。

連携団体「311を忘れないin 静岡」は12/11街頭募金活動を
行ないました。多くの市民が足を止め気持ちを寄せてくださいました。

7/7 　　　　 
大学生が見たCOP29

緑デーで、アゼルバイジャンで
開かれたCOP29に参加した大学
生３人をゲストに招き、大会当日
の報告を聞きました。

カンパにご協力お願いします

〒165-0026
東京都中野区新井2-7-10サンファスト301
TEL 03-5364-9010　FAX 03-3389-0636

E-Mail greens@greens.gr.jp

城南信用金庫　高円寺支店（店番号036）　普通預金
口座番号:340392　名称:緑の党グリーンズジャパン

郵便口座　ゆうちょ銀行　
口座番号:00100-9-262967　名称:緑の党
　他金融機関からのお振り込みの場合　当座預金
　店名:〇一九（ゼロイチキュウ）　口座番号:262967

会員・サポーター募集しています

https://greens.gr.jp 

韓国の「冬」、何が起きているのか
　　尹

ユン
錫
ソン

悦
ニョル

の「クーデター」以降の韓国の民主主義
「非常戒厳」が発令された

2024 年12 月 3 日の深夜。年末を迎えてそれぞ
れの暖かい時間を過ごしていた時、ニュース速報で
大統領の顔が突然登場した。そして彼の口からは信
じがたい言葉が出てきた。「戒厳」。彼は「非常戒厳」
を宣布し、続いて「布告令」を発表した。それは、「国
会と地方議会、政党の活動と政治的結社、集会、
デモなどの一切の政治活動を禁じる」という文章で
始まっていた。間もなく武装した軍人たちが議会に
進入し始めた。彼らはヘリから飛び降り、議会の建
物の窓を割り、議員たちを逮捕するために議会の内
部まで押し入った。そこには、尹錫悦のクーデター
を阻止するために、闇を切り抜けて走ってきた市民
と各政党の代表、また、緑の党の臨時代表と党員
もいた。 

議会が戒厳令解除、
市民は「広場」を作り出した

市民たちは議会の前に集まり、各自ニュース速報
を見ながら、戒厳令が速やかに解除されることを切
実に願っていた。それから 2 時間後、議会は戒厳
令を解除した。そして韓国の市民は「広場」を作り
出した。12 月14 日、議会は民主化以降 2 度目の、
大統領の弾劾訴追案を可決させた。しかし、韓国の
民主主義を相手としてクーデターを起こした尹錫悦
は、法廷による「逮捕令状」にも依然として応じて
いない。 
20・30 代女性たちの共感と連帯に学ぶ

民主主義を守ることは簡単ではない。しかし、暗
澹たる現実の中でも、民主主義は「可能性」を追求

することができる。アイドルの応援棒を持って広場に
集まった 20・30 代の韓国女性たちの積極的な声が
それを証明する。彼女らはオンラインとオフラインを
行き来しながら、共感と連帯の心で織りなした言葉
で、社会の他のコミュニティにも話かけている。農民、
労働者、社会のマイノリティと共に堂 と々歩調を合わ
せている。これからの韓国の民主主義は、こうした
共感と連帯に基づいて
現在を省察し、それか
ら学ばなければならな
い。新しい道を作るた
めの「冬」を、韓国の
民主主義は過ごしてい
る。（2025.1.6）

GREENS JAPAN ACTION

COP29に参加して　
　　～温暖化対策は実施の段階に進む時が来た～

2024年12月から2025年1月の活動報告です。

発行 : 緑の党 グリーンズジャパン　印刷 : 株式会社メイク　この印刷物は鉱物油成分の一部を大豆油等におきかえた植物油インキで印刷され、環境に配慮した資材と工場で製造されています。

運営委員会より　2023年11月～2024年1月に発表した主な声明・談話 ●ホームページで内容をご覧いただけます

ガザへの侵攻と虐殺の即時停止を！（11/14）
「2050 年までに世界の原子力発電所の発電容量3倍」に抗議します－脱炭素の唯一の解は省エネ・再エネ（12/8）
東京電力柏崎刈羽原発運転禁止命令の解除の撤回を求めます
能登半島地震から間もなく3週間－脆弱な災害対策と原発の危険性あらためて明らかに

◆ 東北に原発はいらない －女川原発再稼働に抗議します－ （11/5）
　  ◆ 東電柏崎刈羽原発の再稼働「県民投票」直接請求運動に協力を（11/17）

◆ 香港民主派45人への最高10年の実刑判決に抗議します （12/15）
◆ COP29合意 －途上国への気候支援資金は極めて不十分 日本政府は責任を果たせる金額の支援を （11/24）

◆ あまりにお粗末でひどい！　政府の第7次エネルギー基本計画原案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－原発推進・火力延命・再エネ抑制に強く抗議する（12/26）

◆ ガザへの侵攻と虐殺の即時停止を！（11/14） 
◆「2050 年までに世界の原子力発電所の発電容量3倍」に抗議します
　 －脱炭素の唯一の解は省エネ・再エネ（12/8）
　  ◆ 東京電力柏崎刈羽原発運転禁止命令の解除の撤回を求めます（12/28）
◆ 能登半島地震から間もなく3週間－脆弱な災害対策と原発の危険性あらためて明らかに（1/20）

主な声明・論説　2024年 11月～12月 詳しく知る▼

7/14 県民投票
新潟県の柏崎刈羽原発の再稼働の是非

を決める県民投票を求める直接請求署名が 
14 万筆を超え（法定数の約 4 倍）、県庁記者
クラブで会見を行ないました。

共同代表中山均をはじめ、緑のメンバーも
県民投票実現をめざして活動が続きます。
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キム・ヘミ
（韓国緑の党 前副共同代表）

昨年 11月にアゼルバイジャンの首都バクー
で開催された COP29 に参加し、海外の若者
との連携、実際の交渉に対するアアクションを
行いました。

気候資金の確保が最優先課題
CO2 の削減や沸騰化した気候に適応するための

資金を確保することは、気候交渉で最優先課題に
なっています。今回、2025 年以降の資金に関す
る新規合同数値目標 ( 通称 NCQG) について、資
金を必要とする途上国と、資金提供を渋る先進
国に大きな意見の隔たりがありました。最終的に
2035 年までに途上国へ年間 3000 億ドルの資金
を提供することで合意しました。一見とても大きな
額かもしれませんが、専門家のニーズ試算による

と途上国全体で年 1.3 兆ドルの資金が必要で、そ
の 3 分の1 にも満たない金額です。各国はお金が
ないと言いながら、世界全体で化石燃料補助金に
年 1.1 兆ドル、軍事予算には年 2.4 兆ドルも計上し
ています。資金不足で被害を真っ先に受けるのは温
室効果ガスの排出にほとんど寄与していない人々で
す。現地では最後まで粘り強く交渉し、日本政府
に対して責任ある資金提供を求める手紙を提出しま
した。

右傾化の中で気候危機にどう立ち向かうのか
日本の中でいわゆる「温暖化対策に積極的なリ

ベラル派」であっても、外国の気候資金に自分たち
の税金が使われることに反対する人々が一定数い
ます。しかし、こうした認識を私たちは見直すべき

です。むしろ、資金や技術を提供して世界全体の
気候変動対策を前に進めることが、最終的に自分
たちの環境を守ることにつながります。COP 後も
日本各地の草の根活動が続くので、ぜひ皆さんと
一緒に声を上げていきたいです。

髙田陽平 （Fridays For Future Fukuoka ／九州大学土木工学科3 年）

チャリティーイベント
動画をご覧ください

▼


